
                                                                       

            

 

 

第４章 事業検証 

４−１ 各種アンケート 

 

本年度は事業開始後の 7⽉と事業終了前の 2⽉にテレワーカーへアンケートを実施した。 

7⽉時点アンケート結果 

Q1 もう既にテレワーク業務に就きましたか？ 

 

 

 

 

Q2 テレワークという就業形態は気に⼊っていますか？ 
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Q3 テレワーク就業前の不安はありましたか？ 

 

 

 

 

Q4 就業後解消された不安はありますか？ 
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Q5 不安が解消されなかった理由（⾃由記載） 

 

 

Q6 テレワークに期待する報酬と実際の報酬は？ 
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Q7 希望した就業時間と実際の就業時間は？ 

 

 

 

Q8 やりたい仕事のジャンルは？ 
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Q9 受講したいセミナーの数は充分だったか？ 

 

 

 

 

 

Q10 本事業の⽀援で約に⽴ったものは？ 
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Q11 本事業の⽀援でまだ⾜りないと思うものは？ 

 

 

 

 

 

 

Q12 ひとりとチームどちらの仕事が良いか？ 
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Q13 希望する報酬形態は？ 

 

 

 

 

 

 

Q14 テレワークを続けたいか？ 
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Q15 スキルアップ研修等があれば参加したいですか？ 

 

 

 

 

Q16 まだ就業していない⽅の要望（⾃由記載） 
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Q17 就業している⽅の要望（⾃由記載） 
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2⽉時点アンケート結果 

Q1 今年度事業でテレワーク業務に参加しましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2 いいえと回答した⽅の参加できなかった理由は？ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

その他の理由 □まだ研修中である。 

       □応募を申し込んだ案件が修了していた。 

       □時間が空いたときに参加する予定（今は忙しい） 
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Q3 テレワークという働き⽅は気に⼊りましたか？     

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いいえという回答にはまだわからないという答えも⼊る。 

 

Q4 働いてみていかがでしたか？ 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 

離島テレワーカーはフルタイム就業が現状困難な層が多いため場所時間にとらわれない働

き⽅が最も⽀持されている。 

 

 

 

 

はい

92%

いいえ

8%

両立できた, 3

副業として働けた, 7

場所時間にとらわれず, 52

0 10 20 30 40 50 60
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Q5 就労前の不安について 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6 就労後解消した不安は？        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q7 未解消の不安は？（⾃由記載） 

 

定期就労しなくてよいか, 1

プライベートと両立, 1

本業と両立, 3

スキルは十分か, 9

自分でも働けるか, 25

どのくらいの収入か, 43
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どのくらいの収入か, 22

特になし_, 34
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Q8 期待する収⼊は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q9 実際の収⼊は？ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

※注 アンケート回答者数と実績値は異なる 

 

単価が低い B層業務の従事が多いため、得たい報酬と実際の報酬にギャップがある。単価

を上げるためのスキル取得をマインドセットとともに実施する必要性がある。 
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Q10 希望する就業時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q11 実際の就業時間 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

希望する時間と実際就業している時間は 1時間〜3時間が最も多い。 

本業の空いた時間に就労を充てていることが多いと思われる。 
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Q12 従事した仕事は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q13 今後参加したい業務ジャンルは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加したいジャンルで最も多いのがWebライティングだが、現実的には時間の関係で参

加できていない層が多い。消極的 B層のスキル取得について、例えば研修や講座に対して

もなにかしらのインセンティブを与える等、学ぶこと、単価を上げるための訓練を継続す

るモチベーションを⾼める施策が必要である。 
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Q14 セミナーの回数について 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q15 事務局の⽀援で良かったもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

テレワークプラットフォームと関係なく、プログラミングや動画編集、Webデザイン等、

個⼈事業主として汎⽤性の⾼いスキルを求める声も多々あった。 

個⼈事業主創出は積極的に⽀援する予定であるが、プラットフォームから離れた活動が活

発になった場合は、プラットフォーム⾃体と競合する可能性があり、且つ、事業の投資効

果が不明瞭になることから、段階的な⽀援を実施する予定である。 
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Q16 事務局への要望について 

    

  

 

Q17 個⼈とチームの仕事について 

  

チームで対応するテレワーク業務としては、Webサイトの構築等、⼀定のスキルを持って

いるテレワーカー同⼠で連携して作業をするケースがある。 

基本的には⼀⼈の作業だが、プロジェクト毎にチャットグループ内で活発に意⾒交換が交

わされており、孤独感は特にないと考えられる。 
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Q18 希望する報酬形態 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

Q19 テレワークを継続したいか？ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

※注 Q19 で「わからない」の回答者は未就業のテレワーカー 
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本事業に対しての意⾒・要望 
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４−２ 事業検証報告 

 

本報告は、以下の9つの検証項⽬に関する検証結果を取りまとめたものである。 

①対象離島とテレワーク就業機会の拡⼤ 

②テレワーカーのキャリアパスに合わせた育成 

③テレワークに適した業務の受注 

④ひとりひとりに合わせたサポート 

⑤⼈材育成プラットフォームの確⽴ 

⑥繁忙期と閑散期のWワークを実現する 

⑦沖縄型ローカルクラウドソーシングを拡⼤（地域経済循環率アップ） 

⑧⾃⾛可能なビジネスモデルの構築 

⑨業務プロセス管理の拡充 

 

①対象離島とテレワーク就業機会の拡⼤ 

 

②テレワーカーのキャリアパスに合わせた育成 
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③テレワークに適した業務の受注 

 

 

 

④ひとりひとりに合わせたサポート 
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⑤⼈材育成プラットフォームの確⽴ 

 

 

 

⑥繁忙期と閑散期のWワークを実現する 
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⑦沖縄型クラウドソーシングを拡⼤ 

 

 

 

⑧⾃⾛可能なビジネスモデルの構築 
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⑨業務プロセス管理の拡充 
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